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（ x ： 0 ～0.5）に変換されたと推測した。残る
Li原子は，導電補助材として混合したアセチレン
ブラックと反応し，ハードカーボンと同様の状態
へと変化したと考えられる。その結果，0.65Ｖで
の最初の充電プラトー電位はVH(0.5＋x)＋(1.5－x) 
LiH→VH2＋(1.5－x)Liのコンバージョン反応に
よることが示唆された。これにより， 1 サイクル
目の充電過程では，理論容量よりもわずかに少な
い容量となったと考えた。 2 サイクル以降でも，
すべての充電/放電過程で，サイクルの増加に 
伴って470mAh/gという変化しない容量がそれぞ
れ脱リチウム化/リチウム化過程として含まれる
ことが，各充放電特性を解析することで明らかと
なった。最後に，充電過程では，0.53Ｖと0.65Ｖ
のプラトー電位が，それぞれVH(0.5＋x)とVH2を生
成するコンバージョン反応に対応し，脱リチウム
化反応が進行することが明らかとなった。
　本研究によって，水素化バナジウムのような水
素ガス圧力が無い状態では不安定な物質であって
も，可逆的な電気化学反応が進行することが明ら
かとなった。その結果，従来の負極材料である黒
鉛の容量を上回る1000mAh/g以上の初期充放電
容量を得るリチウムイオン電池の電極材料として
の可能性があることを初めて明らかにした。
